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該当する□にはクレ印を記入してください。特定事業者以外で自主参加される事業者の方は，レ印の記入は不要です。

「細分類番号」とは，統計法第２条第９項に規定する統計基準である日本標準産業分類の細分類番号をいいます。

「基準年度」とは，計画期間の前年度又は計画期間の前の三年度の事業活動に伴う排出の堂又は原単位の数値の平均をいいます。

「増減率」とは，基準年度と比較した計画期間の平均の増加又は減少の割合をいいます。

１
２
３
４
 

注

回新規□変更
（宛先）京都府知事 ;i(1i1WlL蝿JilllWIlま＃Ｉｐｉｌｊｉ<刃:i剤)|Ⅱ平成23年11月25日

住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地）

｢蕊東京都語代田区三ﾂ|橋黍菰目21番Ｉ2号;｣ｴノ `王：

這工

tj1…, 

Hr1叩…・

…………叩韮ＭＭｉｉＭｉｌ
ご':ｌ１ＩｈＨｉＬｆ．………抑

ﾐﾆi,』

氏名（法人にあっては，名称及び代表者の氏名）
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主たる業種 紙衛生材料製造業
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事業者の区分
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